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学校法人 帯広葵学園 
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       事務として時々、南中・西中へお邪魔させていただいていましたが、 

いつも行くと子ども達が話しかけてきてくれて、最近の出来事や出来るようになったことをやって見せてく

れていました。 

子ども達の可愛さに癒されていました(#^^#) 

南中のクリスマス発表会へ、毎年お手伝いで行って観させて頂いていましたが、子ども達の可愛さはもちろ

んですが、お父さん方のダンス、お母さん方の出し物など、とても楽しく観させていただきました。 

保護者の皆様が協力的で素敵な保育所でした！ 

西中は、最後は園児１人だけでしたが、トランプ・福笑い・すごろくなど、いろんな遊びを一緒にできて

楽しく過ごすことができました。 

発表会の練習風景など見させていただいて、頑張っている姿を見ることができました。 

南中も、西中も色んな思い出でいっぱいです。ありがとうございました。 

       何を書こうか迷ってしまいますが、色々ある中で思い浮かんだのは、南中のお友達との遊び。

「先生これかぶって！」と持ってくるパンダのかぶり物があり、私がそれをかぶって追いかける遊びです。

ちょっと怖い声で追いかけると、わーっと逃げる子や向かってきて戦う子など様々。みんなとても楽しそう

に遊んでくれたことが思い出されます。 

そしてとても不思議だった事がひとつ。西中のお友達の中に、朝「おはよー」と元気に登所して私の顔を

見ると必ず泣く子がいました。苦手なのかな？と思っていましたが、いつの間にかやって来て私に抱っこさ

れてまったりすごしてからお友達との遊びに向かって行くんです。これは今もとても不思議です。 

 たくさんの子どもとふれあって、思い出がたくさんできました。これからも思い出が増えていくことを楽

しみにしていましたが閉所と決まり残念です。長い間お世話になりました。 

       南中保育所では平成 30 年 6 月～3 月までの 10 ヶ月間勤務させて頂きました。 

私の住む鹿追町から９キロという近い場所に南中保育所はあり、また地元鹿追でのスケート少年団に通って

いる姉妹の方もいることで、勝手ながら親近感がありました。 

当時は熊出没！が多く見られ、頻繫にお散歩へは行くことのできない中で、数回行くことのできたお散歩

での出来事、景色が忘れられません。閉所はとても残念で淋しいですが卒園される子ども達、他園へ通園さ

れるお友達の成長をお祈りいたします。 

西中保育所へは南中保育所勤務の平成 30年の時から幾度となくお仕事させて頂きました。娘達がスケー

トをしていたお陰で、「西中音更」という名前も場所も知ることができ、鹿追町から通勤するには道に迷うこ

となく行けました。西中音更へ行き感動した事は、お散歩で見た景色の良さ、夫婦山の近さです。お散歩に

一緒に行った当時保育所に通っていた年長児さんが 4 月からは 6 年生、小学校の最高学年になることに時

の流れを早く感じます。閉所は淋しいですが、保育所で育った 11名の子ども達が小学校で皆仲良く、そし

て活躍する事を遠くから応援しています。 

   


